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第 1節  本 論文の 目的
一先行研究との関連 も含めて一

明治 5年 から12年 までの 「学制」期において,

各府県で多 く使用された教科書が 『小學算術書』

であったことは,今 日明らかである。そして,こ

の 「小學算術書』が明治 5年 11月 に師範学校内に

設置された 「編輯局」において,米 人M.M.ス

コット(MariOn McCarren Scott,1843-1920)の

指導の下に編集されたこともほぼ確実である(1ゝ

当時は,算 術教科書の多くが諸外国の算術書を

種本として翻訳,編 集されていたことから,「小學

算術書』についても,そ の種本があったと思われ

る。実際,小 倉金之助は 『敷學教育史』において,

「吾々は実に 『小學算術書』に於て,F形 鎧線度

固』に於て,コ ールバーンの再現を見出すので

ある。換言すれば,幾 分アメリカ化せるペスタ

ロッチの直槻主義の再現を見るのである。」

と記述している121し,F明 治時代の敷學』において

は,

「明治六年になって,文 部省は 「小學算術書』を

出版 しました(編輯責任者は師範學校長の諸葛

信澄です)。この教科書は,ペ スタロッチ (Pes‐

talozzi)流 の直槻主義に基いた,ア メリカの

コールバーン(Colburn)流 の書物の翻案で,給
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も豊富であり,相 営に直観的で,ま た教育的で

あります。」0)

と述べている。
“
翻t案

"と
は 「原作を生かし,大 筋は変えずに

改作すること」の意であることから考えて,こ の

小倉の記述からは,『小學算術書』の種本が 「コル

バーン流の著書Jで あるとされていることがわか

る。ここで注意すべきことは,小 倉が 「コルバー

ンの著書」と言わずに 「コルバーン流の著書」と

言っていることである。

W.コ ルバーン(Warrell Colburn,1793-1833)

はアメリカの算術教育でペスタロッチ主義の教育

方法の先鞭をつけたのであるから,ア メリカ化し

たペスタロッチ主義を
“コルバーン流

"と
呼ぶこ

とにすれば,そ れ以後のロビンソンやデヴィスに

よって著された算術教科書なども 「コルバーン流

の算術書」と概括することができる。実際,『日本

の数学 100年史 上 』でも,

「ロビンソンとコルバーンの著書は,いずれもペ

スタロッチの直観主義にもとづいたものであ

る。」(4)

と指摘されているのである。

ペスタロッチの直観主義にもとづいた算術教科

書で,明 治初期の日本に輸入されたものはコル

バーンの算術書だけでなく,ロ ビンソンやデヴィ

スのものもあったのであるが,前述したような『小

學算術書』の種本に関する小倉の記述など0か ら,
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コルバーン自身の算術書が種本であるとする主張

が現れて くるようになったのである。

小倉 はコルバーンの算術書を 『敷學教育史』に

おいて,

First lessons in arithmetic(Intellectual

arithmetic)(1821)

としている161が,松 原元― は『日本数学教育史 I算

数編(1)』において,

「このコルバーンの本を見ならって,「小学算術

書」が編集され,……・」0

と述べていて,こ のコルバーン自身の算術書 (た

だし,初 版ではなく,1863年 版)が『小學算術書』

のモデルになっていると主張しているのである。

本論文では,以 後このような主張を『小學算術書』

に関する 「コルバーン説」と呼ぶことにする。

しかし一方では,F日 本の数学100年史 上 』に

おいて,

「この
“
小学算術書

"は
,ロ ビンソンの次の二著,

HoN.Robinson, The Progressive Prilnary

Arithmetic for Prilnary Class in Public and

Private Schools, 1862

First Lessons inン Iental and｀ 西
rritten Arith‐

metic, 1871

のいずれかによったものであるとみられる。」

との指摘がなされていていヽ ロビンソンの算術書

が 『だヽ學算術書』の種本 とされているのである。

ところで,小 倉金之助 も,

「明治の初期に,わが教育がマーレーやスコット

によって指導されたとき,わ が数學界は如何な

る勢力の下に置かれたのか。それは営時屋倒的

な勢力を占めたのは,い ふまでもなくアメリカ

の数學であった。しかも明治八年頃までの間最

も有力であったのは,か のウェス ト・ポイント

陸軍士官学校のデヴィースー彼は後には他に轄

じたが一の書であった。」0

と述べているように,当時の我が国には,コルバー

ン,ロ ビンソンの算術書以外に,デ ヴィスの算術

書も 「有力なもの」として輸入されていたのであ

る。

そこで本論文では,コ ルバーンの算術書だけで

はなく,ロ ビンソンやデヴィスの算術書も含め,

それらの算術書原本を精査することによって,『小

學算術書」の真の種本を特定するとともに,そ の

特定された種本 と 『小學算術書』との比較研究を

行うことによって,『小學算術書』の優れた特徴を

明らかにしたいと考える。

第 2節  コ ルバーンの算術書が種本 と

された根拠

ペスタロッチの直観主義にもとづいて編集され

たコルバーンの算術教科書は通常 「コルバーンの

第一教程」(Colburn's First lessons)と呼ばれてい

るが,そ の正式名称は,
“
Intenectual Arithmetic upon the lnductive

卜Iethod of lnstruction"

であって,F帰 納的教授法にもとづく知的算術』と

でも訳される書である。本論文では,以 後,こ の

書を
“
Colburn's lntellectual Arithmetic"とす

る。

こ`D“Colburn's lntellectual Arithmetic" は,

1821(文政 4)年 に初版が発行されて以来多くの版

を重ねた算術教科書であるが,筆 者の調査によれ

ば,1826年 ,1828年 ,1830年 ,1836年 ,1845年 ,

1847年,1849年 ,1858年 ,1863年 ,1884年 にそ

れぞれ重版されている。 もし 『小學算術書』の種

本が
“
Colburn's lntellectual Arithmetic"である

とすれば,そ れはこれらの版のうちのどれであろ

うか。

師範学校で 『ガヽ學算術書』の編集を指導したス

コットの来日が明治 4(1871)年8月 であり,『小學

算術書」巻之一の発行が明治 6(1873)年3月 であ

ることから,その種本は1863年版であるとしてよ

いと思われる。実際,松 原元一も,

「63年本あたりが直接のモデルになっているの

ではあるまいか。」(10

と述べている。

それでは,この 1863年版のコルバーンの算術教

科書
“
Colburn's lntellectual Arithmetic"が『小

學算術書』の種本 とされた根拠は何であつたので

あろうか。小倉金之助は 『敷學教育史』において

も,『明治時代の数學』においても具体的根拠を示

していない。しかし,『小學算術書』に関するコル

バーンの影響を指摘 している川本亨二の論文で

は, “Colburn's lntenectual Arithmetic" に」Lら



れる,
“
A。 1。H6w many thumbs have yOu on yOur

right handP how many on your leftP hOw

many on both tOgetherP"(11)

(小倉はこれを「あなたの右手に親指が何本あ り

ますか P あ なたの左手に親指が何本あります

か P 両 手では親指が何本あ りますか P」 と訳

している(12)。)

と,た とえば 『小學算術書」巻之一の 3ペ ージロ
にある,

「(五)片 手の,指 は,幾 本ありや。」

などとの共通性が指摘されている。すなわち,川

本亨二の論文 「わが国の近代学校発足時における

珠算と暗算」では,上 述の
“
Colburn's lntdlectual

Arithmetic"の一節を引用した後,

「これと,「小学算術書」の初めの部分 「上の絵

の教師は幾人ありや。弟子の小児は幾人ありや。

机の上の札は幾枚ありや。机の足は幾本ありや。

片手の指は幾本ありや。」とを比べてみる時,い

かにも酷似 している。」(13)

と述べて,“Colburn's lntellectual Arithmetic"

と 『小學算術書」との共通性を指摘しているので

ある。
一方,松 原元一はF日本数学教育史 I算数編(1週

において, “Colbuin's lntellectual Arithmetic"

と 『小學算術書」の比較検討をより詳細に行なっ

ている。しかし,そ の検討の際に彼が使用してい

る版は,初版 と1884年版である。松原はこの 2種

類の版本の内容を目次に沿って紹介し,さらに『小

學算術書』の内容を要約した後,次 のように述べ

ている。

「「小学算術書」の内容は大体のところ以上のよ

うである。コルバーンの本に比べると21年本よ

りも84年本によく似ている。素材の選び方や筋
の進め方では1873年に刊行された 「小学算術

書」より後に刊行された84年本の方にそっくり

のところがある。まさかコルバーンの本が 「小

学算術書」をまねているわけでもあるまいが,
スコットの来日の時期を考えるとおそらく,63

年本あたりが直接のモデルになっているのでは

あるまいか。たとえば巻之一で加法を扱うのに,
1に 10までの他の数を順次に加えることを学
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習し,次 に2に他の数を順に加える運び方は,
コルバーンの 1884年本 とそっくりであるし,設

間の方法もよく似ている。」(14)

松原は F小學算術書』が 1884年版の
“
Colburn'

s lntellectual Arithmetic"ときゎめて類似してい

ることを指摘しつつも,F小 學算術書』の発行年と

の関係から1884年版が種本であるはずがないこ

とから,時 期的にみて,そ の前の版すなわち 1863

年版が種本であろうと推測している。

しかも彼は,1863年 版は 1884年版 とほぼ同じ

内容であろうとの推測を前提として論を進めてい

るように思われる。なぜなら,F小 學算術書』は84

年版 とそっくりであり,84年 版は63年版とほほ

同じ内容であると考えられているからこそ,結 論

として,F小學算術書」の種本がコルバーンの 1863

年版
“
Colburn's lntellectual Arithmetic"である

との判断が導出されるからである。

しかし実は,後で見るように,1863年 版は1884

年版 とは多 くの点で異なっており,む しろ初版の

方に類似しているのである。したがって,F小學算

術書」がコルバーンの 1884年版
“
Colburn's lntel‐

lectual Arithmetic"に似ているとの理由から,そ

の種本を
“
Colburn's lntellectual Arithmetic"と

断定することはできないのである。

以上見てきたように,F小 學算術書』の種本をコ

ルバーンの
“
Colburn's lntellectual Arithmetic''

とするコルバーン説には,そ れを裏付ける具体的

根拠が希薄である。そこで,第 3節 において F小

學算術書」の特徴を明らかにし,続 いて,第 4節

において, “C01burn's lntellectual Arithmetic"

と 『小學算術書」の比較を試みることにしたい。
この比較検討によって,F小 學算術書』に関するコ

ルバーン説の誤 りが明らかになる。

第 3節  「 小學算術書」の特徴

明治 5年 9月開校の師範学校は同年 11月 に「編

輯局」を設置して本格的に教科書編集に乗 り出し

た。そして,明 治 6年 3月 に巻之―を出版 し,続
いて同年 4月 に巻之二,同 年 5月 に巻之三及び巻

之四をそれぞれ出版したのである。また,巻 之五

は3年遅れて明治 9年 4月 に出版された。

師範学校は明治 5年 9月頒布の文部省 「小學教
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則」とは異なる教員Jすなわち 「下等小學教貝J」を

独自に作成した。その創定は明治 6年 2月 であり,

算術に関しては以下のような内容であうた(15ゝ

第八級 :敷字固 卜算用数字固ヲ以テ数字ノ讀方

トーヨリ百マデノ書キ方位取 り丼二算

盤ニテ物敷ノ敷へ方ヲ教へ加算九々ヲ

諸誦セシム

第七級 :前級ノ如ク百ヨリ萬マテノ数ヲ教へ乗

算九々ヲ諸誦セシム

第六級 :小學算術書巻ノーヲ以テ加法ヲ授ク

第五級 :小學算術書巻ノニヲ以テ減法ヲ授ク

第四級 :小學算術書巻ノ三ヲ以テ乗法ヲ授ク

第三級 :小學算術書巻ノ四ヲ以テ除法ヲ授ク

第二級 :小學算術書巻ノ五ヲ以テ四術合法ヲ授

ク

第一級 :小學算術書巻ノ六ヲ以テ分数ヲ授ク

この師範学校 「下等小學教則」にもとづいて『小

學算術書』の出版計画が立てられたと考えられる

から,当 初の予定では巻之六の出版も予定されて

いたのである。しかし,巻 之六によって授 くとさ

れた分数は編集の過程で巻之五で扱うことになっ

たため,出 版されることはなかつた。なお,巻 之

五で扱う予定であった 「四術合法」は巻之四にお

いて,除 法の後で扱うことになった。そして,最

終的に 『小學算術書』は以下のような内容構成 と

なったのである(10。

巻之下 :日本数字と算用数字。加減乗除及び等

号の記号。カロ法とその問題。

巻之二 :減法とその問題。

巻之三 :乗法とその問題:

巻之四 :除法とその問題。四則雑題。度量衡の

問題。

巻之五 :分数とその加減乗除。

次に,F小 學算術書」の特徴を明らかにすること

にしたい。そのためには,F小 學算術書」の出版以

前の算術書,た とえば文部省の 「小學教則」に例

示されていた 『筆算訓蒙』や 『洋算早學』などと

比較することが適切であろう(1つ。

「筆算訓蒙』は明治 2年 9月 ,

として三巻本として発行された。

下の通 りである(10。

巻一

沼津学校刊行本

各巻の内容は以

敷目,命 位,各 種敷名,加 法,減 法,乗 法,

除法,諸 等化法,通 法,命 法,

諸等加法,諸 等減法,諸 等乗法,諸 等除法

巻二

分敷,命 分,求 等敷法,相 乗最小等数,通 除

最大等数,通 分,約 分,加 分,減 分,乗 分,

除分,小 数,分 敷化月ヽ数法,小 数カロ法,小 数

減法,小 数乗法,小 数除法

巻三

比例式総論,要 訣六則,正 比例,轄 比例,合

率比例,運 鎖約法

そして,た とえば巻一の加法,減 法の冒頭の問

題 は,そ れぞれ 25673と 8499を加 える問題,

200735から3546Sを引く問題であって,1位 数の

加減から始める今日の教科書から見れば,ま った

く無謀というほかない。このような 『筆算訓蒙』

に対して,中 谷太郎は 「水泳未熟者をいきなり深

淵で泳がせるような教科書」(10と批評している。

このような展開の仕方は 『洋算早學』でも同様で

あり,『洋算早學』における加法,減 法の最初の問

題は,そ れぞれ48+35,835-522で ある(2の。

『筆算訓蒙」や 『洋算早學』に見られるこのよ

うな行き方は我が国の珠算の伝統にもとづくもの

と考えられる。すなわち,珠 算でのカロ法,減 法は

あまりにも簡単すぎて,位 数の少ない数のカロ減な

どをわざわざ取 り上げることはなかったのであ

る。それは,算 用数字を用いて行う筆算との大き

な相違点であると言える。

また,直観主義にもとづく教授法を採用した『小

學算術書」で:ま,多 くの挿し絵が使用されたが,

我が国の珠算による教授法は訓練的であり,そ の

ため 『筆算訓蒙』や 『洋算早學』などに挿し絵は

皆無である。

まとめると,以 下のような点において 『小學算

術書」の特徴を見い出すことができる。

(1)挿し絵が豊富に使用されている。

(2)算用数字が加法に入る前に扱われている。

(3肋目減乗除それぞれについて, 1位 数同士の基

礎的な計算から始められている。

に)加法では被加数一定,減 法では減数一定,乗

法では乗数一定,除 法では除数一定となって

いる。
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(5)数系列の図が示されている。

(6)加減乗除及び等号の記号が加法の計算に先

だって,ま とめて示されている。

(7)分数でも,二 等分,三 等分の挿し絵が使用さ

れ,分 数÷分数まで扱われている。

第4節 F小學算術書」と
“
Colburn's lntellec‐

tual Arithmetic" との比較

コルバーーンの
``Colburn's lntenectual Arithrrle‐

tic"のサイズ(横×縦)は,63年 版がおよそ 10.5

cm×16 cmであるのに対して,84年 版はおよそ 12

cm×18 cmである。また,63年版には目次がないの

に対して,84年 版には目次が付けられている。さ

らに,本文は63年版が 158ベージであるのに対し

て,84年 版は207ページとなっている(21ゝ

さて, “Colburn's lntellectual Arithmetic" の

63年版 と84年版及び『小學算術書』の 3冊 につい

て,そ の内容を前節で見た F小學算術書』の特徴

に即 して比較検討した結果|ま以下の とお りであ

る。

(1)挿し絵の有無

63年版には挿し絵はまった く見 られないの

に対 して,84年 版には挿し絵や図が多 く使用

されている。

『小學算術書』でも挿し絵が多用されている。

(2)算用数字の導入

63年版における数字の導入が加減乗除の後

であるのに対して,84年版では加減の直後に

なっている。

『小學算術書」では,早 くも巻之一の第 1頁で

日本数字と算用数字が扱われている。

(3),(4)基礎的数計算

63年版では, 1+1,2■ 1, 3+1, 4+1,5+

1,6+1,… …のように,カロ数一定であるの

に対して,84年 版はその逆で,被 加数一定 と

なっている。

F小學算術書』は84年版と同じで被カロ数一定

である(図5及び図 7)。

(5)数系列の図の有無

84年版では,`one'から
tten'ま

でを黒丸 (●)

の数と対応させた数系列の図が冒頭にあるの

に対 して,63年 版にはそれがない。

『小學算術書Jは巻之一の第 4頁 で,茶 碗の数

と日本数字(一～九)を対応させた数系列の図

を掲載している(図1)。

(6)演算の用語 ・記号の有無

84年版では,加 法・減法の問題を扱った後に

「加法」「減法」という用語及びその記号とし

て 「+」 「一」を導入しているのに対して,63

年版では,「加法」などの用語や加減乗除の記

号はまったく使用されていない。乗法 ・除法

についても同様である。

『小學算術書」では巻之一の第 11頁で用語と

記号を扱っている。

(7)分数の挿し絵

84年版において|ま,分 数の導入に関して,果

物の二等分や二等分の挿し絵があるのに対し

て,63年 版では,挿 し絵はまったくない。

『小學算術書」では,巻 之五の第 2頁 に,蜜 柑

の二等分,三 等分の挿じ絵がある(図9)。

このように見てくると,確 かに 『小學算術書』

は84年版によく似ているが,年代的にみて,84年

版が 『小學算術書」の種本になることはできない。

しかし,だからと言って,松原元一が言うように,

63年版が種本であるかというと,上 で見たよう

に,『小學算術書」と63年版は内容的に大きくか

け離れているのである。

したがって,『小學算術書」の種本をコルバーン

の
“
Colburn's lntellectual Arithmetic"とする説

は誤 りであると言わねばならない。

第 5節  ロ ビンソンの算術書

コルバーンの
“
Colbum's lntellectual Arithme‐

tic"が 『小學算術書」の種本でないと判明した上

は,当 時の日本に輸入されていたコルバーンの算

術書以外の洋書を調査し,F小 學算術書Jの種本を

特定することが次の課題になってくるが,その際,

注目すべき記録がある。それは,南 校の校長辻新

次が文部卿大木喬任へ提出した明治 5年 3月 16

日付の具申書である。

これは,小 中学の教科書の調査 ・編集が遅々と

して進 まなかった明治 4～ 5年 頃,南 校の教頭

フェルベック(Guido Herman Fridolin Verbeck,

1830-1898)が小中学校で用うべき教科書を選び,
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それを一覧にしたものを辻新次が大木喬任に意見

具申したものである。この具申書には,算 術書に

関しては,

「タヴィス氏或ハロビンソン氏算術書」

と書かれている(2幼。

したがつて,当 時の師範学校 「編韓局Jは ロビ

ンソン(Horatio NelSOn Robinson,1806-1867)や

デヴィス (Charles Davies,1789-1876)の算術書

も入手していたと考えられる。松原|ま,

「「小学算術書」はフェルベックの具申したロビ

ンソンやディビスの本を参考にしたものとは思

えない。その内容があまりにも相違しているか

らである。」(23)

と述べているが,彼 がデヴィスやロビンソンのど

のような算術書を指して述べているyDかは定かで

ない。ただ,上記の記述の直前に,た とえばデヴィ

スの訳本として山田正一 『小學筆算教授本』が,

ロビンソンの訳本として神津道太郎 『筆算摘要』

が示されているから,松 原は,

C.Davies,“ Practical Arithnletic''

Ho No Robinson, ``Progressive Practical

Arithmetic"

などを念頭において 「内容があまりにも相違 して

いる」としたのであろう。

確かに,こ れらの著書が 『小學算術書Jの 種本

であるとは思えない。しかし,第 1節でも述べた

ように,デ ヴィスやロビンソンの著書は上記以外

にも数多くあり,そ れらの中に 『小學算術書』の

種本があることは十分考えられる。

『小學算術書』の種本に関して言及している著

書の一つに 『日米文化交渉史 3宗 教 ・教育編』

がある1241が,そ こでは次のように述べられてい

る。

「算術については,師 範学校編文部省刊行の『小

学算術書』が広く用いられた。当時師範学校に

おいて,英 語と算術はスコット自身が教授した

ことが,通 訳にあたった坪井玄道によって述べ

られているところから見て,こ の算術書はス

コットが師範学校で授業したところに基づいて

編集したのであろう。そして,そ の原本はHor_

atio Nelson Robinson(1806～1867)の 『初等

算術書』The Progressive Primary Arithmetic

for Prirnary Class in Public and Private

Schools(New York,1862)で あった と見 られ

る。計算の基礎練習の際に用いた直観図などか

ら見て, これを粉本 としたことが明 らかである

といえる。」(25)

ここでは,ロ ビンソンの F初等算術書』が 『小

學算術書』の種本であることの根拠として,直 観

図の使用が指摘されている。

次に,『小學算術書』を編集した師範学校の教則

の側面から見てみよう。師範学校の 「下等小學教

則」(以下,単 に 「小学教則」とする)は 明治 6年

2月 に創定されたが,倉 澤剛も 「いっぽう師範学

校は,実 地に即した教則の編制を文部省から命ぜ

られ,ス コットを中心として,五 年八九月の頃か

ら編制にとりかかり,……・」(26)と述べているよう

に,こ の 「小学教則」はアメリカの学校教則を土

台として作成されたと考えてよい。

そのアメリカの学校教則の 1つに,学 習院大学

図書館に所蔵されている 「亜米不U加合衆國プライ

メリー グ ランマル學校教則」がある。この 「学

校教則」は師範学校と刻印された罫紙に縦書きで

記載されているから,師 範学校における 「小学教

則」制定の参考資料として使用されたと考えられ

る(27)。

この 「学校教員J」では,第 七級の算術の項に,

「等術 自一至百一丁加減
ロ ビンソンス

一議
―
―
摩
Ｆ
ト
ー
‥

．　　　一一一一一一一́
一一́
　　　　　　　　　　　　　一〕一）（一つ〉
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リテンアリソメテツク五十章」

とある(20。さらに第六級の項においても,

「等術 八 等乗除

ロビンソンス

葬術書 第 九十章迄」

と記されている。

このロビンソンの著書の正式名称 は,
“
Robinson's First Lessons in lWIental and

VVritten Arithmetic"

であると考えてよい。本論文では,以 後, この算

術書を
“
Robinson's First Lessons"とする。

したがって,ア メリカの学校教則 を土台 として

作成 された師範学校 「小学教則」に示された 『小

學算術書』の種本は
“
Robinson's First Lessons"

である可能性が出てくる。

さて,F小學算術書」巻之一が出版された明治

6(1871)年以前にロビンソンが著作した初等算術

書は上言己の
“
Robinson's First Lessons"も含め

て,

[1]Progress市 e Primary Arithmetic,1862

[2]First Lessons in 卜 Iental and Vヽritten

Arithmetic, 1870

[3]Progress市 e lntellectual Arithmetic,

1858

[4]Rudiments of Written Arithmetic,1858

[5]Progressive Practical Arithmetic,1858

の 5種 類 ある(29ゝ

このうち,[3]～ [5]が 『小學算術書』の種

本でないことは,第 3節 で見た 『小學算術書』の

特徴に照らしてみて明らかである(30。そこで,残

された算術書 [1],[2]に ついて,第 3節 で明

らかにした 『小學算術書」の特徴に照らし合わせ

て上ヒ較検討すると,以 下のようにまとめられる。

本論文では,[1]の 算術書を
“
Robinson's Pri‐

mary Arithmetic"と する。

El]“ Robinson's Primary Arithmetic"について

この算術書(1870年版)のサイズ(横×縦)はお

よそ1l cm×16.5 cmであり,目次はなく,本文は76

ページから成っているにlL

(1)挿し絵は加減乗除の導入部において,そ れぞ

『小學算術書』の種本に関する再考証

1 j Primary Arithmetic,

れ使用されている。

(2)～(5)に関しては F小學算術書』の特徴に一致

している。(5)については図 4を参照。

(6)加減乗除及び等号の記号は一切使用されてい

ない。

(7)分数での挿し絵はなく,さ らに,同 分母分数

の加減及び 「6は何の 1/4か」などの程度ま

でしか扱われていない。

E2]“ Robinson's Fi「st LessOns"について

この算術書(1870年版)のサイズ(横×縦)はお

よそ 1l cm×17 cmであり,目次はなく,本文は174

ページから成っている`2L

(1)『小學算術書」に見られるような挿し絵は使

用されていないが,ブロック図や加法九々表,

乗法九々表などが使用されている。

(2)～(4),(6)算用数字及び演算記号の導入は独特

の方式でなされている。まず最初に1が示さ

れ, 1+1=2に よって2が 導入され,さ ら

に2-1=1が 提示される。この段階で,加
`

減及び等号の記号が紹介される。

続いて, 2■ 1=3と して 3が導入され,

3-1豊 2や 3-2=1な どが提示される。

以下同様にして4～ 9及 び0が順次導入され

るのである。いわば 「二則併進主義」とでも

呼ぶことができる。その後,2～ 4桁 の加法・

減法へと進み,続 いて乗法へ移行するのであ

る。乗法の終了後に除法に入る。乗除の記号

はそれぞれの箇所で示されることになる。

(5)数系列の図はない。

(7)分数では,二 等分,二 等分の挿し絵が使用さ

れ(図10),分 数■分数まで扱われている。

第 6節  デ ヴィスの算術書

アメリカでは,コ ルバーンやロビンソンの算術

書とともに,デヴィスの算術書も多 く使用された。

明治 6(1871)年以前にデヴィスが著作した初等算

術書は以下の 6種類である●0

1862

2」 Intellectual Arithmetic,1858

3 J Arithmetic, designed for Academies and

Schools, 1849
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School Arithmetic, 1856

Practical Arithmetic, 1862

6]Elements of｀ Written Arithmetic,1863

このうち,[3]～ [6]が F小學算術書』の種

本でないことは,第 3節で見た 『小學算術書』の

特徴に照らしてみて明らかである“4、そこで,残

された [1],[2]に ついて,第 3節で明らかに

した 『小學算術書」の特徴に照らし合わせて比較

検討すると,以 下のようにまとめられる。

なお本論文では,[1],[2]を それぞれ,
“
Davies'Prinlarv Arithmetic"

``Davies'11ltellectual Arithlnetic"

とす る。

El]“ Davies'Primary Arithmetic" について

この算術書(1870年版)のサイズ(横×縦)はお

よそ1l cm×17 cmであり,日次はなく,本文は103

ページから成っている(35ゝ

(1)挿し絵は,『小學算術書」と同種のものがロビ

ンソンの
“
Robinsoll°s Primary Arithmetic"

以上 に豊富に使用されているЭ

(2)～(5)に関しては 『小學算術書」の特徴に一致

している。(3),(4)については図 6を ,(5)につ

いては図 3を参照。

(6功目減乗除及び等号の記号の使用はない。

(7)分数に関しては 『小學算術書」と同じく,蜜

柑の二等分,二 等分の挿し絵が使用されてい

る(図11)が,分 数の計算に関しては 「卵 1

ダースの四分の一が 3セ ントならば, 4ダ ー

スでは何セントか」というような文章題が扱

われているにすぎない。

E2]“Davies'lntellectual Arにhmetic"について

この算術書(1854年版)のサイズ(横×縦)はお

よそ 10。5 cm×16 cmであり,目 次はなく,本 文は

167ページから成っている●6L

(1)挿し絵はまった くない。

(2)～(5)に関しては 『小學算術書」の特徴に一致

している。

(6)加減乗の記号はそれぞれの導入部において,

脚注で説明されている。ただし,本 文では使

用されていない。また,除 法及び等号の記号

は扱われていない。

")分数での挿し絵はないが,分 数÷分数まで扱

われている。

なお,こ の
“
Davies'Intellectual Arithmetic"

では,本 文冒頭に,`one'から
`twellty'ま

でを星形

マーク (*)の 数と対応させた数系列の図が掲げ

られ,次 ページで,同 じ数系列図に数字 1～20が

対応させられている(図2)6これは,F小學算術書』

において,茶 碗の数と日本数字(一～九)を対応さ

せた数系列の図に相当するものである(図1)。

また,“Davies'Intellectual Arithmetic"では

「4列 目には星はいくつあるか P」という問いかけ

がなされている(図2)が, これは『小學算術書』に

おける 「四つは,何 れなりや」との問いに対応し

ている(図1)。さらに,『小學算術書』に見られた

「片手の,指 は,幾 本ありや」に対応する問題 も
“
Davies'Intellectual Arithmetic"の12ページ

に次のようにある。
“
1. Ho、v many fingers have you on one

hand, not counting the thumb P Ho、v many

on both handsP"

また,そ の他の問題についても,素 材の取 り方

は非常によく似ている。

第 7節  Fノl 學ヽ算術書』の真の種本

筆者は,『小學算術書』の種本に関するコルバー

ン説の誤 りを実証的に指摘 した後,明 治 5年から

6年 にかけて師範学校が入手していたと思われる

ロビンソン及びデヴィスの算術書原本を精査して

きた。その結果,ロ ビンソンの
“
Robinson's Prilnary Arithmetic"

“
Robinson's First Lessons''

及びデヴィスの
“
Davies'Prilnary Arithmetic"

“
Davies'Intenectual Arithmetic"

が 『小學算術書」の種本である可能性がきわめて

高いことを明らかにした。

師範学校 「編輯局」がその威信をかけて新日本

の
“
新しい算術教科書

"を
編集するにあたつて参

考にした原本が 1冊 であったと考えるのは不自然

であるから,数 種の算術書が種本 とされたと考え

られる。しかし,そ うは言っても,“新教科書
"の

4

5

―
―
―
…
∃
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基本的な骨格を決定するにあたっては,主 とした

原本があったと考えるのが妥当である。

この 「主たる算術書」が何であったのかは,諸

算術書原本と 『小學算術書』との全体構成を比較

することによって明らかにしうると思われる。

前節までにおいて考察したロビンソン及びデ

ヴィスの4つの原本の全体構成はそれぞれ以下の

ようになっている。
“
RObinsOn's Primary Arithmetic"

記数法と命数法,カロ法,減 法,乗 法,

四則雑題,分 数,度 量衡等の単位
“
Robinson's First Lessons''

1～ 9及び0の導入,カロ法,減 法,乗 法,除

法,分 数,度 量衡等の単位
“
Davies'PrirnanアArithimetic"

,:デ浅ロニ 1

'おお●r. 2

数え方,加 法,減 法,乗 法,除 法,

量衡等の単位
“
Davies'Intenectual Arithmetic"

第 1節 :数の導入と加法,第 2節 :

3節 :乗法,第 4節 :除法,第 5節

等の問題,第 6節 :分数,第 7節 :

分数,度

減法,第

:度量衡

比 ・百分l0 "Robinson's First Lessons"

13
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率 ・比例及び雑題

これら4原本の全体構成を,第 3節 で見た 『小

學算術書』の全体構成と比較してみると,デ ヴィ

スの
“
Davies'Intellectual Arithmetic"が最 もよ

く対応 してしヽることがわかる。すなわち,“Davies'

Intellectual Arithmetic"の節立てと 『小學算術

書』の巻立ては,

第 1節 ……巻之一,第 2節 ・……巻之二,

第 3節 ……巻之三,第 4, 5節 ……巻之四,

第 6節 ……巻之五

のように対応しているのである。

また,算 術教育において最も重要な 「数とその

加減乗除」の展開の仕方に着目すると,ロ ビンソ

ンの
“
Robinson°s First Lessons"はF小學算術書』

とあまりにも異なっているから, この書は種本 と

して最 も遠い位置にあったと考えるのが妥当であ

ろう。

以上の考察の結果,次 のように推測することが

できる。すなわち,F小 學算術書」の骨格にあたる

部分に関しては,“Davies'Intellectual Arithme‐

tiC"に依拠し,数 の導入 とその加減乗除の展開に

関しては,挿 し絵の使用も含めて,ロ ビンソン及

びデヴィスの
“
Primary Arithmetic"に倣い,演

算及び等号の記号に関しては,“Robinson's First

Lessons"を 参考にしたと考えられる。

さらに,分 数に関しては,“Davies'Intellectual

Arithmetic";及び
“
Davies'Primary Arithetic",

そして
“
Robinson's First Lessons''にもとづいて

編集 したと考えられる。

第 8節  F小 學算術書」の優れた特徴

筆者は師範学校 「編輯局」の手になる 『小學算

術書』の編集にあたって,如 何なる算術書原本が

種本 とされたのかを明らかにしてきた。その結果,

デヴィスの
“
Davies'Intellectual Arithmetic"を

主なる種本としつつ,さらに,デヴィスの
“
Dav i e s '

P r i m a r y  A r i t h m e t i c "及びロビンソンの
“
Rob i n‐

son's Primary Arithmetic"と“Robinson's ttirst

Lessons"をも種本として『小學算術書』の編集が

行われたとの結論に至った。
このようにして編集された 『小學算術書』は種

本とされたアメリカの算術書原本のどれよりも優

れた特徴を持つことができたのである。た とえば,

デヴィスの
“
Davies'Intellectual Arithmetic"は

算術で扱う内容的観点からみると優れていると思

われるが,挿 し絵などはまったくな く,算 術の入

門的教科書 としては不十分さが残 る。 また,ロ ビ

ンソンの
“
Robinson's Primary Arithmetic''では,

加減乗除の導入時において挿し絵 を使用するとい

う教授法的に見て優れた点を持っているが,演 算

記号等が使用されないこと,分 数の指導において

分数÷分数まで扱われないなどの内容的な不十分

さが見 られる。

『小學算術書』はアメリカの数種の算術書原本

を種本 とすることにより,そ れぞれの優れた点を

参考にしながら,卜 I。卜I.スコットの指導の下に完

成 された教科書であると言うことがで きる。 した

がって,F小 學算術書』での記述はきわめて簡潔な

ものとなっている。その意味で,『小學算術書』の

編集を指導したMo M.ス コット及び師範学校編

輯局でその任にあたった人々の卓見を伺い知るこ

とがで`きる。
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on the Source book
of

(Elementary text of arithmetic)

UEGAIil Wataru

(Abstracted)

'fhe 
elcmcntary text of arithrlctic usecl lrr<laclly irr the prirnary school irr thc periocl fronr 1872 to

1879 was czrlled "Shogal<u-Szrnjr.rtsu-sho." ' l 'hc 
influerrtial opinion was thzrt lhe sonrce of this bool<

was "Itrtellcctuzrl Arithnretic upon the Incluctive Method of Instrtrction" written by Warren Colburn
(1793-1833) and basecl on the intuitivism of I'estalozzi.

I tr ied to cotlpare the "Shogal<u-Sanjutsu-sho" to Colburn's text book frorn the seven points of
v iew as fo l lows;

(1)whether ernploying the illustrations or not

(2)the intorodr,rction of Arabic numerals

(3)the basic calculation

(4)the method of the four operatious

(S)whether employing the figure of numerical sequence or not

(6)the intorocluction of the tcrms and sigus of four operations, ancl equality
(7)whether eurploying the i l lustrations of fraction or not

Since it was clcitr Lh:rt thc abovc olrinir)r 'r w:ls rrot crlrrcct as thc rc.sul[ of tny c-.xanrination, I
investigatecl other arithmetical texts which were irnported to Japan in those days, those are
Floratio Nelsorr Robinson's (1806-1867) texts and Charles Davies' (1789-1876) texts. Though there
were a lot of texts written by l?obinson ancl Davies, I was able to discover the following four texts,
which are probably the source book of "Shogaku-Sanjutsu-sho."

(a)Robinson's Progressive Primary Arithmetic, 1862
(b)Robinson's First Lessons in Mertal and Written Arithmetic, 1870
(c)Davies' Primary Arithmetic, 1862
(cl)Davies' Intellectual Arithntetic, ' l  858

According to my examination, the total constrr"rction of "Shogaku-Sanjutsu-sho" depends on the
text (d), employing some illustrations on the texts (a), (c) and employing the terms and signs of
operations on the text (b). All the above four texts also contibute to the description in respect of
the points of views (3), (4).

"shogaku-Sanjutsu-sho" made with the above four texts was completed as simple and fruitful

text. As the text was very pedagogical, it was used broadly in those days.


